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12月 の業務時間延長日
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な
● 1階ロビー

美術コ…ナー①  12月 2日 から12月 26日 まで

故・梅津五郎画伯のデッサンを

展示します。

美術コーナー② ll月 に引き続き12月 25日 まで

「和紙人形展」

白鷹和紙人形研究会

●文化実習室 特別展

「白鷹町小・中学校美術造形展」

●

▼いつ 12月 5日 (金)～ 12月 16日 (火 )

午前 9時～午後 8時まで

※ただし、16日 は午後 3時まで

1階フロアー

1書,「イたIル |フ,こ 衆/AN力
|´ir」

石沢仰峰さんの書です。

卜■儀 .´

NO.885

●鮎員郵便局ロビー

「深山和紙作品展」

今 トミ子さん (鮎員)

(1月 30日 まで)

●鮎貝地区公民館ギャラリー
「西中学校生徒美術作品展」

(11月 30日 まで)

「桜パッチワークの伸聞たち作品展」

(12月 6日 ～1月 5日 まで )



お
し
ら
せ

●
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
１２
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
１２
月
２５
日

（本
）
で
す
。
震
地
法
関
係
の
申
請
し
め
き
り
は
１２
月
１０
日

（水
）
で
す
。

■
農
業
員
会
農
政
振
興
係

（零
”
１
６
１
２
８
）

卜 Iブ (1:

工 IIll

ブレ
′
らで

な |ミ

ど ビ

「町
民
と
町
議
員
と
の
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

議
会
は
、
春

の
選
挙
違
反
事
件
を

重
く
受
け
止
め

『議
員
倫
理
確
立
に

関
す
る
特
別
委
員
会
』
を
設
置
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で

「今
後
、

三
度
と

繰
り
返
す
こ
と
な
く
堂

々
と
明
る
い

選
挙
を
推
進
す
る
た
め
町
民
の
皆
さ

ん
と
率
直
な
意
見
交
換
を
し
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
左
記
に
よ
り
懇
談
会

を
計
画
し
ま
し
た
．

当
日
は
、

既
に
お
願
い
し
て
い
る

各
種
団
体
の
出
席
者

の
他
に

一
般

の

方
の
参
加
者
を
募
り
ま
す
。

▼
い
つ
　
‐２
月
２２
口

（月
）
午
後
１

時
３０
分
か
ら

▼
ど

こ
で
　
中
央
公
民
館
３
階
　
大

会
議
事

▼
中
込
し
め
き
０
　

１２
月
１２
日

（金
）

ま
で

（先
着
Ю
人
の
予
定
）

▼
主
催
　
白
鷹
町
議
会

（出
席
議
員

は
、

議

員
倫

理
特

別
委

員

６
名

で

す
。
）

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務

局

（８
％
１
６
１
３
５
）

第
６
回
福
田
直
樹
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

昨

年

に
引

き
続

き
今

年

も
福

田
直

樹

コ
ン
サ
ー
ト

を
行

い
ま
す
。

▼

い

つ
　

毘
月

Ｈ
Ｈ

（
Ｈ
）
午

後

１

時

Ю
分
開
場
、

２
時

開
演

▼
ど

こ
で
　

中
央

公

民
館
人

ホ
ー

ル

▼

テ
ー

マ

「印

象

派

～

フ
ラ

ン

ス

に
花
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い
た
イ

マ
ジ
ネ
ー

シ

ョ
ン
」

▼
内
容

ゼ

ー

・

▼
チ
ケ

シ

ー

・
ヒ

。
人
入
１
５
０
０
円

。
小
中
高
校
生
無
料

▼

チ
ケ

ッ
ト

販
売
　
各
地

区
公

民

館

。
実
行
委
■

・
教
育
委
員
会

＊
小
中
高
校
生
は
整
理
券

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
文
化

振
興
係

（富
部
１

６
１
４
６
）

お
母
さ
ん
の
た
め
の
栄
養
講
座

健
康

に
関
す

る
講

話
と
簡
単

調
理

の
実

習

を
行

い
ま
す
。

病
院

や
保
台

園
、

老

人
福
祉
施

設

な
ど
各

分

野

の

栄
養

Ｌ

が
集

ま

り
ま
す
。

食
事

の
こ

と

や

健

康

に

つ

い

て
、

気

軽

に

お

し

ゃ
べ
り
し

て
み
ま

せ
ん
か
。

▼

い

つ
　

‐２
月

３
Ｈ

（水
）
午
後

７

時

～
９
時

▼

ど

こ

で
　

飯

豊

町

民

総

合

セ

ン

タ
ー

「あ
～
す
」

内
保
健

セ

ン
タ
ー

▼
持

ち
物

　

エ
プ

ロ
ン

▼
参
加
費
　
無
料

▼
中

込
じ
め
き
り
　

Ｈ
月

器
口

（金
）

ま

で

（先
着

郎
人
程
度

）

■
中

込

・
問

い
合

わ

せ
　

白
鷹

町
社

会

福
祉
協

議
会

（雪

％
１

０
１
５
０
）

農
業
収
支
計
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▼
対
象
　
平
成

嬌
年
分

よ

り
農
業
所

得

を
収
支
計
算

に
移
行
す

る
か
た
、

現
在

収
支
計
算

を
行

っ
て

い
る
か
た

で
よ
り
理
解

を
深

め
た

い
か
た
。

▼

い

つ
　

毘
月

Ｈ
Ｈ

（木
）

・
午

前

の
部

‥
午

前

Ю
時

～

・
午
後

の
部

‥
午

後

１
時

細
分

ヽ

▼
ど

こ
で
　

中
央

公

民
館
大

ホ
ー

ル

＊
な
お
　

午

前
、

午

後

と
も
同
じ
内

容

で
す

の
で
ど
ち

ら
か
に
参
加

く
だ

さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
出
納
課
住
民

税
係

（容
絲
１
６
１
３
２
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

ヘ

平
成

１５
年

工
業

統

計

調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

わ
が
国
の
製
造
業

の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
、
毎
年
陀
月
劇
日
現
在

で
Ｅ
業
統
計
調
査
を
突
施
し
て
い
ま
す
ぃ

本
調
査

の
結
果
は
、

国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
、

企
業
や
大
学
の
研
究
資
料
等
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
事
業
所
に
は
調
査
員
が
訪
問
い

た
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ

い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

平
成

１５
年
工
業
統
計
調
査

の
概
要

▼
調
査
日
　
平
成
１５
年
１２
月
３‐
日

▼
調
査
対
象
　
主
と
し
て
製
造
業
を

営
む
全
て
の
亨
業
所

。
従
業
員
数
帥
人
以
上
の
事
業
所
…

甲
調
査

・
従
業
員
数
”
人
以
ド
の
事
業
所
…

乙
調
査

▼
調
査
方
法
　
調
査
員
調
査

（調
査

員
が
調
査
票
を
配
布

。
回
収
し
ま
す
）

■
―ｌｌｌ

い
合

わ

せ
　
企

画
課
情

報

係

（富
８５
‐
６
１
２
４
）

筆
耕

（毛
筆
）
講

習
会

▼

い

つ
　

姥

月

１６

Ｈ

（火
）
～

１８

Ｈ

（木
）

（
「

献

▼
ど

こ

で
　
長
井

・
西

置
賜

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
は
が
き
宛
名
書
ほ
か

▼
募
集
人
数
　
Ю
人

（応
募
多
数

の

場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
資
格
　
γ
～
６５
歳

の
か
た

▼
中
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、

氏

名
、
生
年
月
Ｈ
、

年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
お
中
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
じ
め
き
り
　
１２
月
Ю
Ｈ

（水
）

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
一丁
９
９
３

１
０
０
０
３
長
丼
市
東
町
２
番
”
号

長
井

・
西
置
賜
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

（８
斜
１

４
５
３
５
）

ク

レ

ジ

ッ
ト

・
サ

ラ

金

・
住

宅

ロ
ー
ン
ー
ー
０
番

牟
嘔
話
無
料
相
談
）

▼
い
つ
　
‐２
月
１３
日
（１‐
）
午
前
Ю
時

～
午
後
４
時

▼
相
談
電
話
番
号

８
０
２
３
１
６
２
３
１

７
１
８
８

８
０
２
３
１
６
２
５
１
３
５
８
０

▼
内
容
　
サ

ラ
金

・ク
レ
ジ

ツ
ト
会

社
な
ど

か
ら

の
多
重

の
借
入
、
住
宅

ηヽ
″

ちょうりじょうゆうびん
～おしらせ版～

10月 23日 、調J早 場で「もってのほか花びらとり体験Jを行いました。次の日の給食

の献立の材料として使われる菊です。その花びらとりのお手伝いをしてくオ1た のが、

蚕桑小4年生と鷹山小3年 生のみなさんです。たくさんの感想を寄せてくれた中から

2人 の感想を紹介したいと思います。
「わたしは、菊の花びらとりはとても久しぶりだったし、ほとんどしたことがありま

せん。家ですると5分で飽きるのに、調理場ですると菊の山の中からまだとっていな

い菊の花を探すのが楽しかったです。学校の給食で食べるとき、自分たちがとつたん

だなぁと思うと家で食べたのとちょっと違いました。とてもおいしかったです。J

(蚕桑小4年  五十嵐安 llJさ ん)

「わたしはずっと前に花びらとりをやったことがあつたけど、久しぶりでした。もっ

てのほかを171tつ たら、フワッとなって気持ちよかったです。蚕桑小の人と話をしなが

らやっていると、あっという間に山需りになったのですごくびっくりしました。それ

に、みんなでやったのでテーブルいっばいのもってのほかがあっという間になくなっ

てしまい、すごくびっくりしました。J(1饉山小3年 梅津沙織さん)

このほかにも、子どもたちはいろいろな感想をもってくれたようです。こオ1か らも

こういつた機会を計画していきたいと思います。

【12月 の学校給食献立表】
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図書館だより

■ 私 が 薦 め る 一 冊 図書館協議会委員 江 口 儀 雄

「結城哀草果村里随筆 全 3巻」

結城哀草果 著

中央書院

茂吉の高弟である哀草果は歌人であり

随筆の舞台は昭和初頭の本沢村、そして近隣の村人の暮しを描 |

いている。「蘭の話」は志賀直哉の 「清兵衛と瓢箪」を思い起
|

こさせ、「出産二つ」は柳田國男の『山の人生』の食うものも
|

事欠く貧しさに二人の子供が父親に斧をだしてこれで殺して
|

くれと頼む悲惨な風景と重なった。安倍能成は 「帝大新聞」に |

『村里生活記』を評して 「村里の記述がそのまま文学になり、 |
その写生がそのまま詩になっていて、両者に一つも間隙のな

|

い」と書いた。「出産二つ」は 「実に圧倒された好個の短編小 |

説であるJと激賞した。                  |
「山村の旦那Jに もある人物が描かれていた。昭和 9年の冷

|

害凶作で、小国五味沢では稲はすべて青立ちで一粒の結実もみ |

なかった。冬を越す食糧がない。その苦境に旦那は凶作の準備 |

に貯えている米を村人に食べさせ、それで足りない分は自分の |

山林を炭に焼かせ、冬を越させる覚悟だと言つた。そして「村 |
人はのこらず、一家族とおなじものだからな」と高笑いした。 |
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典名跡によ

第 198回 お話の会
12月 6日  土曜日 午前10時より  図書館にて

みんなでおいでください。

■12月 の休館 日 12/1、 8、 15、 21、 27～ 3¬ ■

平成 15年の異常気象による
被害者に対する税の減免について

1.減免の対象となるかた

(1)農作物の被害額 (農作物全部)が平年の農業収入に比べて20%

以上になるかた。なお、農業共済金を受けられるかたは損失額から

共済金を差し引いた額が農作物の被害額になります。

× 100≧ 20%

(2)(1)に 該当するかたで、なおかつ前年の合計所得金額が 1,000

万円以下のかた。ただし、1,000万円以下でも農業以外の所得金額

が400万円を超えるかたは該当しません。

2 減免の対象となる税

平成15年度の町県民税所得害1と 国民健康保険税

3.減免の割合

平成15年度町県民税第4期 (会社などから納税されているかたは

平成16年 3月 以降分)、 国民健康保険税第7期から第8期までに納付

すべき税額を平成14年の所得金額に応じて20%か ら100%まで減免

になります。

4.納期限の延長

農業共済金額が確定しないなどの理由により、減免の決定が12月

以後になると予想されます。このような場合、納期限延長申請書を

提出していただくことにより2カ 月間納期限が延長になります。申

請書は税務出納課に用意していますので印鑑をお持ちのうえ、おい

でください。

5.減免の手続き

減免を希望されるかたは、12月 10日 まで税務出納課に減免申請書

を提出してください。申請書は税務出納課に用意していますので印

鑑をお持ちのうえ、おいでください。

■問い合わせ 税務出納課住民税係 (な 85-6132)

に
花
咲

い
た
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

一　
▼
ど
こ
で
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
　
一

● 宋

■今月の新刊

●
パ
レ
ス
松
風
の
休
業
に
つ
い
て
―
パ
レ
ス
松
風
で
は
、
次
の
日
に
機
械
類
の
点
検
の
た
め
休
業
さ
せ
て

▼
い
つ
　
‐２
月
９
日

（火
）

■
問
い
合
わ
せ

パ
レ
ス
松
風

（フ
リ

一　
社
な
ど
か
ら
の
多
重

の
借

入
、

● 室

ロ
ー

ン
な
ど

の
返
済

で
お
悩

み

の
か

た

の
相
談

▼
主
催
　
山

形
県
司
法
書
士
協

議
会

ご
存
知
で
す
か
？

‐２
月
９
日
は
「障
害
者
の
日
」
で
す

障
害
者
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い

て
の
国
民
の
理
解
と
認
識
を
高
め
、

障
害
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る

た
め
、

１２
月
９
日
は

「障
害
者

の
日
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「国

際
障
害
者
デ
ー
」

の
１２
月
３
日
か
ら

「障
害
者

の
日
」

の
１２
月
９
日
ま
で

の
１
週
間
は
、
「障
害
者
週
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
障
害
者
福
祉
に

つ
い
て

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉

縁
共
８
８６
‐
０
１
・
１
）

巡
回
交
通
事
故
相
談

▼
い
つ
・ど
こ
で
　
１２
月
５
日

（金
）

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
、

１２
月
１０
日

（水
）
置
賜
総
合
支
庁
、

１２
月
１７
日

（水
）
山
形
新
聞
社
置
賜
総
支
社

▼
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

＊
西
庁
舎
で
の
相
談
は
、

完
全
予
約

制
で
す
。
（予
約
８
０
２
３
１
６
３
０

卜
３
０
４
７
）

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
県
県
民
生
活

女
性
課

（８
０
２
３
１
６
３
０
１
２

６
８
２
）

主

要
地

方

道

長
井
大

江
線

（鮎
貝
地
内
）
が
開
通
し
ま
す

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
主
要

地
方
道
長
井
大
江
線
が
完
成
し
、
供

用
開
始
と
な
り
ま
す

の
で
、

お
知
ら

せ
し
ま
す
。

交
通
安
全
に

つ
い
て
は
十
分
注
意

し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
通
日
時

・２
月
１２
日

（金
）
午
前
１０
時

●移動内職相談…▼いつ 12月 9日 (火)午前 10時～昼 120寺

■問い合わせ 西置賜総務課 (雷 88-51
▼どこで パワーセンター白鷹

11)ま たは町商工観光課 (885-6136)0

lalニチロ

白鷹工場
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母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、

妊婦さん全員に交付しています。

●随時交付しますが、担当が留守の時もあ

りますので、あらかじめ電話などでご連

絡ください。

●場所 :健康福祉センター

神経芽細胞種検査の尿提出日

神経芽細胞種は子どもに多いガンの一種

です。早期発見・早期治療のために、生

後6～ 7カ 月の赤ちゃんの尿を検査して

います。

●日時 :12月 2日 (火)午前10時 まで、健

康福祉センターにお届けください。
*提出予備日 :12月 9日 (火 )

●対象児 :平成15年 5月 生まれ

神経芽細胞種検査休上のお知らせ

小児ガンの一種である「神経芽細胞種」

を早期に発見しできるだけ早い段階で適切

な措置をとるため、全国的に昭和59年から

生後6～ 7カ 月の7L児 を対象に、尿検査に

よる検診事業を実施してきましたが、最近

の専門検討会で、発見されても自然に退縮

するなどの例が多いことがわかり、「この

まま継続するのは困難」という趣旨の報告

書が出されました。これを受け、平成16年

1月 より神経芽細胞種検査を休止すること

となりました。よって、自鷹町では今年12

月に尿検査の対象となっていた平成15年 5

月生まれのお子さんの分で終了させていた

だきます。

どうぞご理解いただきますようお願いい

たします。

問合せ先

置賜保健所地域保健予防課保健支援係

(80238-22-3205)

赤 ち ゃん健 診

●日程 :

月  日 健  診 対象児

12月 3日 (水 )

3カ 月児 平成15年 8月 生まれ

9カ 月児 平成15年 2月 生まれ

12月 18日 (木 ) 3歳 児
平成12年6月 21日

～7月 31日 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間 :

3カ 月児…昼12時 30分～午後 1時

9カ 月児…午後 1時～ 1時20分

3歳児……昼12時 30分～午後 1時

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、事

前に郵送された間診票、 3カ 月児健診の

かたは予防接種予診票

●注意 :

*母子健康手帳の「保護者の記録」を必ず

記入しておいでください。

*3カ 月児健診と9カ 月児健診を同日に開

催し,受付時間をずらしています。待ち

時間を少なくするためですので、ご協力

ください。

*お子さんが当日具合がわるかったり、最

近人にうつる可能性のある病気 (水ぼう

そう、手足口病、突発性発疹、とびひなど)

にかかった時は前もってご連絡ください。

12月 の町立病院救急診療医師
夜間、土曜、 日曜、祝日等の救急診療における医師の担当科です。救急診療を受け

る場合の参考にしてください。なお、都合により変更になる場合がありますので、ご
了承願います。

日直 (土曜、 日曜、祝 日の昼間)及び当直 (夜間)

日 曜 昼   間 夜  間 日 曜 昼   間 夜  間

1 月 整形外科 17 水 外   科

火 外  科 18 木 内  科

水 外   科 金 夕ヽ    千斗

木 内  科 20 土 内  科 内  科

金 外  科 日 内  科 内  科

土 内  科 内  科 月 整形外科

7 日 内  科 内  科 火 外   科 タト   不斗

8 月 内   科 24 水 外  科

火 タト    矛斗 木 産婦人科

10 水 タト    禾斗 金 内  科

木 産婦人科 土 産婦人科 産婦人科

金 内  科 28 日 産婦人科 産婦人科

土 産婦人科 産婦人科 月 産婦人科 産婦人科

日 産婦人科 産婦人科 30 火 タト   千斗 外  科

月 整形外科 水 産婦人科 産婦人科

火 タト    禾斗
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はしかが流行しています。 1歳を過ぎたら

なるべく早く予防接種を受け、お子さんを

はしかから守ってあげましょう。

日本語の通訳が必要なかたヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃん

健診などで、通訳をお願いすることができ

ます。必要なかたは、早めにご連絡ください。

す こ や か 子 ど も 何 で も 相 談

●随時、相談をお受けしています。

●内容 :お子さんの健康についてや育児の

ことなど、どんなに小さなことでも、一

人で悩まずお電話ください。

健康相談

●随時相談をお受けしますが、電話などで
ご連絡ください。

●会場 :健康福祉センター

●内容 :赤 ちゃんからお年寄りまで、から

だやこころの健康に関すること全般

「結婚相談室」の開設

結婚などで相談したいかたは、お気軽

においでください。

▼いつ 12月 9日 (火 )午後 1時～ 5時

▼どこで 老人福祉センター

(荒砥地区公民館東倶1)

▼相談料 無料

*事前に電話などで連絡があれば、相談

時間などを調整します。また、プライ

バシーは守ります。

■問い合わせ

商工観光課 (雷85-61%)

12月 1日 ま で の 納 期

●固定資産税………………4期
●国 保 税………………6期
●介護保険料 (普通徴収)

生活相談所の相談日

11月 26日 (水)一般相談

12月 3日 休)一般相談

12月 10日 (水)弁護士相談並びに一般相談

12月 17日 (水)行政相談並びに一般相談

会場 :老 人福祉センター 「八乙女荘」

時間 :午前10時 から午後 3時 まで

弁護士 :安部 敏さん

弁護士相談は要予約、午後 1時30分から

3時 30分まで。相談は無料です。

■白鷹町社会福祉協議会 (886-0150)


